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研究要旨 
平成 30 年度に開発した、卒前臨床実習および卒後臨床研修の内容と評価を一貫して記録で

きる ICT を活用した評価システム（プロトタイプ）のうち、令和元年度は、大学病院・臨床研修病院
を対象に卒後臨床研修評価システムの実証的運用試験行い、課題を明らかにした。明らかとなっ
た課題に関して検討およびシステムの改良を行い、 ICT を活用した卒後臨床研修評価システム
（運用系）を開発し、令和 2 年４月からの供用開始準備を整えた。 

 

A. 研究目的 

医学教育の流れとして、重複のない効率的な

臨床実習・臨床研修の提供のためにも卒前・卒

後のシームレスな評価の重要性が高まっている。 

これまで我々は、卒前臨床実習および卒後臨

床研修の内容と評価を一貫して記録できる ICT

を活用した評価システム（EPOC2）を開発してき

た。 

令和元年度は、ICT を活用した卒後臨床研

修評価システムに関して、大学病院・臨床研修

病院と協力して実証的運用試験を行うことにより

課題を明らかにすること、さらに、同システムを令

和 2 年４月から供用開始するため、明らかとなっ

た課題に関してシステムの改良を行うことを目的

とした。 

B. 研究方法 

全国の大学病院(６つ)および臨床研修病院(1

つ)を対象に、これまでに開発した ICT を活用し

た卒後臨床研修評価システム（プロトタイプ）の

実証的運用試験を実施した。 

試験中に表出した課題を課題台帳にまとめ、

対応を検討し、明らかとなった課題に関して運用

系システムの開発を行った。 

C. 研究結果 

ICT を活用した卒後臨床研修評価システムに

ついて、実証的運用試験を行うことにより、以下

の 5 つの課題が明らかとなった。1）一貫した教

育効果測定のため、基本的臨床手技等の評価

の時系列推移を提示すること、２）スムーズな評

価記録のために、事務部門での代行入力に対

応すること、３）指導医・上級医・メディカルスタッ

フの評価/閲覧権限の範囲の拡大について可能

性を検討すること、4）卒前臨床実習の評価項目

として、医学生の医行為領域（医学部の臨床実

習において実施可能な医行為の研究報告書；

門田レポート）の扱いについて検討し対応するこ
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と、5）医学生の医行為と基本的臨床手技のシー

ムレスな評価項目を構築すること。 

明らかとなった上記の５つの課題に対して、そ

れぞれ以下の対応策を検討した。1）研修医の到

達状況の四半期毎の全国平均を参照できる機

能を付加すること。2）手書きで行われた評価表

を、スキャナーと光学文字認識（OCR）機能を用

いてシステムへ取り込む機能等を追加すること。

3）に関しては、今年度のシステム実装は見送り、

本運用開始後に改めて検討すること。4）および

5）に関しては、次年度の卒前臨床研修評価シス

テムの開発に合わせて、EPOC 運営委員会およ

び全国医学部長病院長会議（AJMC）とともに検

討すること。 

 

D. 考察 

モバイル端末上で、医学生・研修医が自己評

価結果を記載し、指導医等が評価結果を入力

することにより卒前臨床実習および卒後臨床研

修の内容と評価を一貫して記録できる ICT を活

用した評価システムの開発を目指し、令和元年

度は、卒後臨床研修評価システムの実証的運用

試験を大学病院・臨床研修病院と協力して行っ

た。そして明らかとなった課題に対して、対応策

を検討し、システムの改良を行い、卒後臨床研

修評価システム（運用系）を開発できた（図１）。 

今後は、卒後臨床研修評価システムの本運用

を令和 2 年 4 月から開始し、さらに明らかとなっ

た課題に対して改良を進めるとともに、卒前臨床

実習の評価システムについても実証的運用試験

を行い、課題を明らかにする。 

 

E. 結論 

卒後臨床研修評価システムの実証的運用試

験の結果明らかとなった課題に関して、検討およ

びシステムの改良を行い、令和 2 年 4 月から供

用開始するための ICT を活用した卒後臨床研

修評価システム（運用系）を開発した。 
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図 1 卒後臨床研修評価システムの操作画面 

(1a) 研修医評価表 

 
 

(1b) 研修医評価表 

 
 

(1c) 研修医評価表 

 
 

 

 

 

 

 

(1d) 経験症候の記録 

 
 

(1e) 経験症候の記録 

 
 

(1f) 経験症候の記録 
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(1g) 経験症候の記録 

 
 

(1h) 臨床手技の記録 

 
 

(1i) 研修活動の記録 

 

 

(1j) 臨床現場での評価入力 

 
 

(1k) 外来研修の記録 
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